
【
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
賞
の
主
旨
】

　

国
内
の
様
々
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
様
々
な
取
り
組

み
や
研
究
の
中
で
も
、
特
に
優
秀
な
取

り
組
み
や
研
究
を
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
実
行
委

員
会
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
実
現
に
貢

献
し
た
個
人
あ
る
い
は
団
体
を
表
彰
す

る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
「
実
務
発
展
」
と

「
技
術
発
展
」
を
期
待
し
ま
す
。

【
各
賞
の
概
要
】

○
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

け
る
実
務
的
な
「
一
連
の
持
続
的
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
、

都
市
・
地
域
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改

善
や
渋
滞
、
環
境
問
題
、
公
衆
の
健
康

増
進
問
題
や
都
市
構
造
問
題
な
ど
の
交

通
に
関
連
す
る
諸
問
題
の
解
消
に
向
け

て
、
効
果
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
一
連

の
持
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
授

与○
デ
ザ
イ
ン
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

け
る
実
務
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
実
際
に
使
用
さ
れ
た
マ
ッ
プ
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ダ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト

表
等
の
各
種
ツ
ー
ル
の
中
で
も
、
と
り

わ
け
秀
逸
な
デ
ザ
イ
ン
が
な
さ
れ
た
一

個
、
な
い
し
は
、
一
群
の
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
授
与

○
技
術
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務

に
資
す
る
技
術
の
発
展
に
、
顕
著
な
貢

献
を
な
し
た
「
研
究
業
績
」
に
つ
い
て

授
与

○
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一

連
の
取
り
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
た

「
実
務
的
な
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中

で
も
、
と
り
わ
け
、
都
市
・
地
域
の
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
質
的
改
善
や
渋
滞
、
環
境

問
題
、
公
衆
の
健
康
増
進
問
題
や
都
市

交
通
問
題
な
ど
の
交
通
に
関
連
す
る
諸

問
題
の
緩
和
に
実
際
に
大
き
く
貢
献

し
、
諸
問
題
の
抜
本
的
緩
和
に
繋
が
り

う
る
新
規
性
を
持
ち
、
か
つ
、
そ
の
完

成
度
・
応
用
可
能
性
や
取
り
組
み
姿
勢

が
す
ぐ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

授
与

写
真
の
提
供
・
㈱
新
日
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め

天
災
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。
よ

り
一
層
、
多
様
な
分
野
で
Ｍ
Ｍ
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
繋
が
り
を

深
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
明
確
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
さ
ら
な
る

進
展
を
よ
り
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
は
、
第
七
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
の
開

催
速
報
を
中
心
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

第
七
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
は
二
〇
一
二
年

八
月
三
日
（
金
）
、
四
日
（
土
）
、
五

日
（
日
）
の
日
程
で
、
富
山
市　

富
山

国
際
会
議
場　

メ
イ
ン
ホ
ー
ル
他
に
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
公
共
交
通
を
軸
と
し
た
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
著
名
な
富
山
市

は
、
「
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
」
や
路
面

電
車
を
延
伸
し
環
状
化
し
た
市
内
電
車

環
状
線
「
セ
ン
ト
ラ
ム
」
な
ど
魅
力
的

な
公
共
交
通
だ
け
で
は
な
く
、
北
前
船

の
廻
船
問
屋
群
が
立
ち
並
ぶ
「
岩
瀬
地

区
」
や
街
な
か
の
賑
わ
い
創
出
に
む
け

て
整
備
さ
れ
た
「
グ
ラ
ン
ド
プ
ラ
ザ
」

な
ど
都
市
計
画
と
も
連
携
し
た
魅
力
的

な
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
住
民
向
け
Ｍ

Ｍ
、
Ｍ
Ｍ
教
育
の
ほ
か
、
複
数
の
メ

デ
ィ
ア
を
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
多
様
な
取
り

組
み
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
に
は
、
そ
れ
ら
の
施
設
や
公
共

交
通
を
使
っ
た
観
光
地
の
見
学
と
解
説

が
用
意
さ
れ
た
現
地
視
察
会
も
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
申
し
込
み
要
領
・
締
め
切
り
等

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
月
下
旬
を
目

処
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ 

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
か
ら

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
域
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
、
効

果
的
な
Ｍ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
表
彰
す

る
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
賞
の
公
募
を
、
平
成
二

十
四
年
度
も
行
い
ま
す
。
昨
年
度
同

様
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
、
デ
ザ
イ
ン

賞
、
技
術
賞
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
と
合

わ
せ
て
四
つ
の
部
門
で
公
募
･
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

応
募
要
領
や
期
日
等
は
、
一
月
下
旬

ま
で
に
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
な
ら
び
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
自
薦
･
他
薦
を
問
い
ま
せ

ん
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
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三
重
県
四
日
市
市
は
人
口
約
三
十

一
万
人
と
、
県
内
で
最
も
人
口
が
多

い
。
工
業
都
市
で
あ
り
、
産
業
部
門

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
全
体
の
約
八
十

六
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
〇
〇
七
年
度
）

と
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
市

内
臨
海
部
の
霞
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
お

い
て
、
行
政
主
導
で
な
く
、
多
数
の

企
業
が
連
携
し
て
行
う
自
主
的
な
環

境
負
荷
削
減
活
動
体
と
し
て
二
〇
〇

八
年
に
K
I
E
P
'
S
（
K
a
s
u

m
i 

I
s
l
a
n
d 

E
n
v
i
r

o
n
m
e
n
t
a
l 

P
l
a
n
'
s
）
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策
）
、
③
従
業
員
の
環
境
意
識
向
上

へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
活
動
の
柱

で
あ
る
エ
コ
通
勤
デ
ー
は
一
カ
月
に

一
回
の
割
合
で
実
施
し
、
実
施
者
数

の
比
率
は
約
三
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

（
二
〇
一
一
年
）
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量

は
一
回
あ
た
り
約
二
ト
ン
─
Ｃ
Ｏ
２

（
二
〇
〇
八
年
エ
コ
通
勤
デ
ー
開
始

前
と
の
比
較
）
と
な
っ
て
い
る
。
参

加
企
業
自
ら
が
Ｔ
Ｆ
Ｐ
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
実
施
前

に
チ
ラ
シ
の
掲
示
や
メ
ー
ル
等
の
配

信
に
よ
り
周
知
し
、
実
施
当
日
に
は

通
勤
者
数
・
交
通
手
段
を
計
測
す

る
。
実
施
後
に
は
各
社
担
当
者
を
通

じ
て
全
従
業
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
（
エ

コ
通
勤
手
段
、
お
よ
び
参
加
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
理
由
を
調
査
）
を
行

が
設
立
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
は
協

議
会
化
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
、

①
エ
コ
通
勤
デ
ー
（
職
場
Ｍ
Ｍ
）
、

②
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
（
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
対

　

弊
社
は
交
通
や
環
境
等
の
分
野
で

様
々
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
自
主

研
究
で
作
成
し
て
い
る
「
エ
コ
通
勤
支

援
サ
イ
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

エ
コ
通
勤
実
施
者
に
対
し
て
持
続
的

に
情
報
提
供
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実

施
し
た
り
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
が
、

こ
う
し
た
取
組
み
の
負
担
軽
減
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
弊
社
で
は

負
荷
の
軽
減
が
可
能
な
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る

「
エ
コ
通
勤
支
援
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築

し
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
自
主
研
究
は
、
筑
波
大
学
谷
口
守

教
授
を
は
じ
め
、
国
や
地
方
自
治
体
に

も
研
究
会
に
参
画
い
た
だ
き
機
能
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
自
治
体

職
員
に
よ
る
実
証
実
験
を
通
じ
て
そ
の

効
果
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
は
第
六
回
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ

会
議
で
発
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

実
証
実
験
で
は
、
い
つ
で
も
簡
単
に

交
通
行
動
を
登
録
で
き
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
効
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る

機
能
を
備
え
た
こ
と
で
、
利
用
者
の
評

価
も
高
く
、
持
続
的
な
エ
コ
通
勤
の
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
シ
ス
テ
ム
機
能

を
向
上
し
、
二
千
人
以
上
を
対
象
に

継
続
し
た
実
証
実
験
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
来
年
度
以
降
も
実
証
実
験
を

継
続
い
た
し
、
モ
ニ
タ
ー
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

J
C
O
M
M
法
人
会
員
紹
介
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株
式
会
社 

ラ
イ
テ
ッ
ク

▲　写真 エコ通勤デーの交通手段計測風景(2009年3月)

第十七回

 

工
業
都
市

　 

な
ら
で
は
の

　
　 

四
日
市
の
Ｍ
Ｍ

う
。
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
約
九
十

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
い
。

過
去
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
受
け

て
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
入
口
付

近
の
信
号
現
示
改
善
を
実
現
し
た
。

ま
た
特
定
企
業
が
運
行
し
て
い
る
通

勤
バ
ス
を
エ
コ
通
勤
デ
ー
時
に
他
社

へ
開
放
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活
動

努
力
を
行
っ
て
い
る
。

　
（
K
I
E
P
'
S
事
務
局
、

　

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科

加
藤
博
和
・
杉
浦
晶
子
）

 

「なぜ、クルマを控えなければならないのか」を人々に理解してもらえなければ、
MMの効果は限られたものになります。このコーナーでは、ＭＭの重要なツール
である動機付け冊子に着目し、各地の事例を紹介します。

どうして
クルマをひかえなきゃ

ならないの ?

動機付け冊子
vol.3

拝見 !

■対象 :群馬県内のバス･鉄道利用促進 (群馬県 )

■ターゲット :高校新入生と保護者

★動機付け情報の解説：

　公共交通の重要な顧客である｢高校生｣に､通学手段として

バス･鉄道を勧めるための動機付け冊子として作成しました｡

高校入学説明会での配布するため､保護者と一緒に読んで

もらい､考えてもらう内容となっています｡

　中でも､通学時の｢安全｣は保護者の通学手段選択にも大き

な影響を及ぼすトピックと考えられます｡ここでは､高校生の交

通事故は自転車乗車中がもっとも多く､次いで自動車同乗中

の事故が多いという事実情報を提供しています｡

　｢クルマでの送迎｣は､バスや電車よりも事故リスクが高いの

です｡

　(データ提供：群馬県庁，配置･デザイン：筑波大学，齋藤綾)

　慣れない高校での生活は、いろいろと疲れるもの。

注意力の低下から、通学途中交通事故などに巻き込ま

れることも心配です。

　公共交通なら、雨の日も、雪の日も、安心です。

通学の安全・安心5

※群馬県内では高校生が関係した交通事故が平成２２年中に
　１０８１件発生しています。

　そのうち４分の３が朝夕の通学時間帯に集中しており、
　８割が自転車による事故です。

自転車乗車中

歩行中

二輪車乗車中
自動車乗車中

ぐんまの高校生の交通事故
- 交通手段別の発生割合 -

クルマで送迎中の
交通事故、

意外と多いのね…

バスや電車での事故は
ゼロなんだ！
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